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下呂市消防本部

は　じ　め　に

　この年報は、平成28年における下呂市消防本部の現勢及び消防

業務に関する諸般の状況を統計的に集録し、「安心･安全のまちづく

り」を指針とすることを目的に編集しました。

　ここに当消防本部の実態を関係各位に広く紹介し、今後とも消防･

防災体制の充実にご理解、ご協力をいただければ幸いです。
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下呂市消防本部のあゆみ
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下呂市消防組織図
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下呂市位置図

下呂市の概要・下呂市行政組織図

管内地勢及び下呂市沿革
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　副　市　長市　　　長

健康福祉部

農務課

建築課

生　活　部
生活課

予防・通信課

会計課

南 消 防 署

金山地域振興課

議会総務課

市立金山病院

中 消 防 署

北 消 防 署（小坂分署）

教育総務課

監査委員事務局

教　育　長

高齢福祉課

小坂診療所

教　育　部

教育委員会事務局

監査委員事務局

学校教育課

消防総務課

総務課

税務課

下呂振興事務所

馬瀬地域振興課

環　境　部

消防本部

馬瀬振興事務所

小坂地域振興課

議会事務局

総　務　部

男性人口(人）

15,966

平成29年度下呂市行政組織図　

健康医療課

財政課

危機管理課

市民活動推進課

秘書広報課

企画課

市長公室

12,233

下呂市の概要

世帯数（世帯）

851.21

面  積(ｋ㎡) 女性人口(人)

17,471 33,437

合計人口（人）

社会福祉課

上下水道課

観光課

林務課
農　林　部

市民課

児童福祉課

観光施設（合掌村）

商工課

観光商工課

平成29年4月1日 現在

金山振興事務所

小坂振興事務所

萩原振興事務所

環境課

土木課
建　設　部

環境施設課

萩原地域振興課

下呂地域振興課
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西上田村・跡津村
羽根村・野上村
尾崎村・四美村
三原村・少ヶ野村

中呂村・花池村
上村・萩原村
桜洞村・上呂村

奥田洞村
大ヶ洞村・宮田村

坂下村・小坂町村
大島村・無数原村
岩崎村・門坂村
長瀬村・赤沼田村
落合村・湯屋村
大洞村

宮地村・野尻村
御厩野村・乗政村

小川村・森村
湯之島村・東上田村

久野川村・夏焼村
蛇之尾村・田口村
門和佐村

門原村・保井戸村
火打村・和佐村
瀬戸村・三ツ淵村

福来村・中津原村

下原村・渡村

中原村・相原村

広瀬村

下山村・西村

惣島村・井谷村

名丸村・堀之内村

中切村・数河村

黒石村・川上村

下呂市

管内地勢及び下呂市沿革

市の沿革

地勢
　下呂市は、岐阜県の中東部に位置し、北は高山市、南は加茂郡、西は郡上市、関市、東は中津川市と長野県に接しています。総面
積851．21ｋ㎡で、県土の約8％を占める広大な地域であるが山林が全体の約9割を占め、市のほぼ中央を飛騨川が南へ流れ、西に
は馬瀬川があり、これに沿って市全体が形成されています。
　御嶽山をはじめ河川の両側には山並みが迫り、飛騨木曽川国定公園や県立自然公園なども位置する自然豊かな地域です。

明治元年

山之口村
位山村
明8.2

12村合体

明16.6.1旧久野川村
外4村の区域を分割

明16.6.1旧門原村
外5村の区域を分割

上原村

中原村

大15.1.1
町制施行下呂町

昭30.4.1
4町村合体

平成16.3.1
5町村合併

上馬瀬村

明17.2.8
旧名丸村外5村
の区域を分割

金山町

昭30.3.1
4町村合体

馬瀬村

明22.7.1
2村合体

明30.4.1
7村合体

明17.2.8
旧下山村外3村
の区域を分割

下馬瀬村

加茂郡白川町
田島の区域境界
変更合併

昭30.4.1

武儀郡　金山町
明23.12.17
町制施行

沙田村
明22.7.1
2村合体

菅田村
明23.12.17
名称変更

武儀郡　菅田町
明29.11.20
町制施行

郡上郡　東村

明16.6.1旧福来村
外5村の区域を分割

下原村

川西村

大野郡

山之口村

竹原村

明22.7.1
旧三原村少ヶ野村
の区域を編入

下呂町

明30.4.1
2村合体

萩原町

萩原町
昭31.8.25
3町村合体

明8.1
２村合体

小坂町

三郷村
明16.6.1旧中呂村
外5村の区域を分割

宮田村
明16.6.1旧奥田洞村
外2村の区域を分割

萩原村
明30.10.29
町制施行

明31.3.2
町制施行

明16.6.1旧宮地村
外3村の区域を分割

明16.6.1旧小川村
外3村の区域を分割

下呂村

明8.2
17村合体

小坂村

大船渡村・中切村

金山村

下原村

乙原村

笹洞村・桐洞村

八坂村・岩屋村

弓掛村

卯野原村

祖師野村

戸川村・西沓部村

東沓部村

馬瀬村

明8.2.10
10村合体

明16.10
位山村から分割

明22.7.1
旧三原村･少ヶ野村の
区域は、下呂村へ編入

明8.2
17村合体

岩瀬村
明8.1
5村合体

戸部村

明8.2
17村合体

明8.2.18
8村合体

川西村

下原村
明8.2

17村合体

明8.3.7
11村合体

三郷村

三郷村
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総 務 係

庶 務 係

消 防 係

危険物調査係

指 令 係

予 防 係

南 消 防 署

北 消 防 署

予 防 係

消防総務係

予 防 係

消防総務係

予 防 係

小 坂 分 署

消　防　の　組　織

消

防

本

部

消

防

長

消防総務係

消防総務係中 消 防 署

予 防 係

消防総務課

予防・通信課

救助救急係
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昭和 53 年 2 月 9 日
10 月 20 日
10 月 25 日

昭和 54 年 4 月 1 日

4 月 17 日
5 月 11 日
6 月 1 日
6 月 29 日

10 月 6 日
10 月 18 日
12 月 11 日
12 月 19 日
12 月 21 日

昭和 55 年 1 月 31 日
9 月 28 日
9 月 30 日

11 月 29 日
12 月 25 日

昭和 56 年 4 月 1 日

8 月 22 日

10 月 1 日
昭和 57 年 4 月 1 日

昭和 58 年 3 月 26 日
4 月 1 日

12 月 1 日
昭和 59 年 2 月 28 日

4 月 1 日
11 月 1 日

昭和 60 年 3 月 14 日
4 月 1 日

昭和 61 年 3 月 20 日
4 月 1 日
8 月 1 日

昭和 62 年 1 月 12 日
5 月 29 日
9 月 16 日

昭和 63 年 4 月 1 日

4 月 8 日
平成 元 年 3 月 3 日

下呂市消防本部のあゆみ

益田地域広域町村圏事務組合圏域内の消防の広域化推進の為の会議、審議が開始された

政令指定申請
自治省告示第79号により政令指定を受ける。

消防現勢　
消防本部9名・下呂消防署27名・萩原分署（小坂出張所含）18名・金山分署12名　計66名
下呂消防署装備
水槽付ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車1台･ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車2台･梯子車1台･救助工作車1台･救急車2台･指令車1台
下呂ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞより指令車1台の寄贈を受け萩原分署に配置
金山分署に指令車１台配置
萩原分署･金山分署仮庁舎にて救急業務開始
金山分署に救急車1台設置
日本損害保険協会より救急車1台の寄贈を受け萩原分署に配置

萩原分署に指令車1台配置

職員現勢
消防本部8名・下呂消防署29名・萩原分署（小坂出張所含）20名・金山分署14名　計71名

構成町村消防の広域化を承認

　益田郡（下呂町･萩原町・金山町･小坂町･馬瀬村）は昭和48年4月1日広域町村圏域の指定を受け地域の振興
整備を図っていたが、昭和53年消防事務の共同処理体制造りの気運が高まり、昭和54年4月1日益田地域広域
町村圏事務組合に消防事務の共同処理が加えられ組合消防として発足した。その後平成12年に広域連合に組
織を変更し、平成16年3月1日益田郡5ヶ町村が合併「下呂市」となり現在の下呂市消防本部が発足しました。

新規採用　7名

萩原分署に水槽付ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車１台配置
小坂出張所業務開始　救急車１台配置
消防本部庁舎竣工（下呂消防署に併設）

益田地域広域町村圏事務組合消防本部が、1本部1署2分署1出張所体制で発足.

消防本部8名・下呂消防署30名・萩原消防署（小坂出張所含）22名・金山消防署14名　計74名
圧縮空気定置式製造設備設置

機構改革により１本部3署1出張所体制となる

下呂消防署に水槽付ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車１台更新
新規採用　1名

金山分署に水槽付ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車１台配置
小坂出張所竣工（昼間のみ救急業務実施）
金山分署竣工　業務開始
萩原分署竣工　業務開始

下呂消防署に救急指令装置（B型）設置

消防本部に指導広報車1台設置

益田広域事務組合消防本部と改称
救急医療情報ｼｽﾃﾑ業務開始

小坂出張所救急車更新(4WD)

職員現勢
消防本部7名・下呂消防署30名・萩原消防署（小坂出張所含）24名・金山消防署14名　計75名
消防無線通信施設完成

発足5周年特別点検

新規採用　3名
職員現勢

金山消防署指令車更新
萩原消防署指令車更新

消防本部に査察車1台配置

新規採用　1名
金山町より出向1名
職員現勢

新規採用　2名
財団法人日本消防協会より救急車1台の寄贈を受け下呂消防署救急車を更新

消防本部7名・下呂消防署30名・萩原消防署（小坂出張所含）24名・金山消防署14名　計75名

職員現勢
消防本部6名・下呂消防署30名・萩原消防署（小坂出張所含）24名・金山消防署14名　計74名
社団法人日本損害保険協会よりﾎﾟﾝﾌﾟ自動車1台寄贈を受け下呂消防署ﾎﾟﾝﾌﾟ車を更新
発足10周年記念特別点検
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8 月 9 日
12 月 22 日
12 月 25 日

平成 2 年 4 月 1 日
平成 3 年 3 月 14 日

4 月 1 日
9 月 26 日

平成 4 年 4 月 1 日

11 月 18 日
平成 5 年 1 月 7 日

4 月 1 日

4 月 27 日
平成 6 年 1 月 7 日

4 月 1 日

平成 7 年 1 月 9 日
1 月 22 日
3 月 23 日
4 月 7 日
6 月 15 日
7 月 3 日

10 月 28 日
11 月 7 日
12 月 19 日

平成 8 年 1 月 4 日
1 月 9 日
3 月 21 日
5 月 7 日
6 月 25 日

7 月 24 日
9 月 26 日

12 月 6 ～
平成 9 年 1 月 9 日

1 月 14 日
5 月 12 日
6 月 18 日

11 月 10 日
平成 10 年 1 月 12 日

6 月 8 日
8 月 11 日

10 月 30 日
11 月 19 日
12 月 2 日
12 月 22 日

平成 11 年 1 月 7 日
4 月 1 日
6 月 9 日

益田広域事務組合管理者特別点検

新規採用　3名

社団法人日本損害保険協会より救急車(4WD)1台寄贈を受け萩原消防署救急車を更新
新規採用　1名
金山消防署水槽付ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車更新

4週8休勤務体制運用開始
機構改革により消防本部を2課制（消防課・予防課）とする。

職員現勢
消防本部7名・下呂消防署32名・萩原消防署（小坂出張所含）28名・金山消防署15名　計82名
本部･各署にﾊﾟｿｺﾝ導入（救急･予防･庶務）運用開始

金山消防署救急車更新(4WD)
小坂出張所指令車更新
新規採用　3名

消防本部指令車更新

本部査察連絡車更新

新規採用　6名

職員現勢
消防本部6名・下呂消防署30名・萩原消防署（小坂出張所含）26名・金山消防署14名　計76名
小坂出張所に水槽付ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車(4WD)配置（車庫は、平成3年度工事で小坂庁舎に併設）
益田広域事務組合管理者特別点検

益田広域事務組合管理者特別点検

益田広域事務組合管理者特別点検
阪神･淡路大震災第3次岐阜県消防派遣隊として3名参加
小坂分署仮眠室増築(27.26㎡)

新規採用　4名
職員現勢
消防本部8名・下呂消防署33名・萩原消防署16名・小坂分署13名・金山消防署16名　計86名
益田広域消防本部予算一本化となる

岐阜県知事より阪神･淡路大震災救援活動に対する感謝状授与
岐阜県総合防災訓練開催
下呂消防署救急車更新（高規格救急車）
県立下呂温泉病院と救急業務高度化に伴う心電図電送受信ﾓﾆﾀｰ設備等の設置及び

機構改革により小坂出張所を小坂分署とする
1本部3署1分署体制となる

下呂消防署指令車更新（下呂町有財産の無償貸与）
金山消防署資機材搬送車（軽ﾄﾗｯｸ）1台配置

運用に関する協定締結

長野県小谷村大規模土石流災害発生に伴う消防緊急援助隊出場待機要請
益田広域事務組合管理者特別点検
下呂消防署　水槽付ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車更新

災害発生時における救急連絡体制「FAXﾈｯﾄﾜｰｸ」の運用開始

ＪＲ高山線　特急ひだ15号脱線事故

金山消防署　指令車更新

益田地域救急医療連絡協議会発足（医師会･保健所･病院･町村･消防本部で組織）
救急救命士2名体制となる

高規格救急自動車運用開始（下呂消防署救急救命士１名体制）

救急救命士3名体制となる

ライオンズ国際協会334-B地区･第2R-第１Zよりﾚｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ･ﾚｻｼ2体の寄贈を受ける

小坂分署　救急車更新
萩原消防署　指令車更新
益田広域事務組合管理者特別点検
岐阜県防災航空隊へ1名派遣

益田広域事務組合管理者特別点検
萩原町奥田洞地内Ｒ41でﾏｲｸﾛﾊﾞｽと乗用車衝突による集団救急災害事故発生（重軽傷20名）

南飛騨SOSﾈｯﾄﾜｰｸ設立総会開催

消防本部･下呂消防署新庁舎竣工式

救急救命士4名体制となる

消防本部･下呂消防署庁舎起工式
携帯電話等119番通報県内ｻｰﾋﾞｽ開始

ＪＲ名古屋駅19時40分発高山行き、特急ひだ15号（ＪＲ下呂駅21時18分到着予定）が下呂町三
原、三原トンネル北側付近で上方約70ｍから落下した3～4ｍ四方の岩（約60ｔ）に衝突した。
5両編成のうち先頭2両が脱線、乗客148名乗員2名のうち負傷者は、16名（軽傷）であった。
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6 月 14 日
8 月 6 日
9 月 1 日
9 月 2 日

平成 12 年 1 月 13 日
3 月 31 日
4 月 1 日

9 月 30 日
10 月 16 日
11 月 27 日

平成 13 年 1 月 9 日
4 月 1 日

5 月 1 日
9 月 1 日

11 月 12 日
11 月 15 日

平成 14 年 4 月 1 日

10 月 1 日

12 月 1 日
平成 15 年 1 月 18 月

3 月 6 日
4 月 1 日

11 月 1 日 他施設から1名異動

平成 16 年 1 月 1 日
1 月 21 日
2 月 28 日
3 月 1 日

旧町村から2名異動

8 月 1 日
平成 17 年 3 月 15 日

4 月 1 日
市役所から2名異動

5 月 17 日
6 月 6 日

北消防署･南消防署除細動器配置・小坂分署ＡＥＤ配置

職員現勢

気管挿管救命士誕生
下呂市危険物安全協会消防庁長官表彰受賞

消防本部9名(1名は、中消防署兼務)・通信指令課7名・中消防署26名(救命士4名)・北消防署
（小坂分署含む）25名（救命士5名）・南消防署15名(救命士4名)　計84名

消防本部・下呂消防署新庁舎にて業務開始
㈱ﾊｳﾃｯｸより本部指導広報車の寄贈を受ける
益田広域連合設立許可
下呂ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞより資機材搬送車の寄贈を受ける
益田広域事務組合管理者特別点検
益田広域事務組合解散

木曽広域連合と消防相互応援協定を締結

日本損害保険協会より救助工作車１台の寄贈を受け下呂消防署に配置

益田広域連合へ移管
機構改革により消防本部を3課制（総務･消防･予防）とし、下呂消防署に通信指令室を設ける
梯子車更新（35ｍ）

職員現勢

益田郡内119番を下呂消防署に集約

機構改革により消防本部に通信指令室を設ける
新規採用　2名　他施設へ異動2名

益田広域連合管理者特別点検
新規採用　2名　他施設から異動1名　他施設へ異動3名

消防本部9名・下呂消防署31名・萩原消防署16名・小坂分署13名・金山消防署16名　計85名
火災類取締法に基づく火薬類の消費許可に関する事務を開始
救急救命士5名体制となる

消防本部8名(1名は、中消防署兼務)・通信指令室7名・中消防署26名(救命士4名)・北消防署16
名(1名は小坂分署兼務・救命士2名)・小坂分署12名・南消防署15名(救命士2名)　計84名

職員現勢

救急救命士7名体制となる

萩原消防署救急車更新（高規格）

釣鐘洞門ﾀﾝｸﾛｰﾘｰ車両火災

下呂町三原地内の国道41号線釣鐘洞門内で、危険物積載（ｶﾞｿﾘﾝ10k㍑）を積載したﾀﾝｸﾛｰﾘｰ
と大型ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸが正面衝突、爆発炎上し、両車両の運転手2名が死亡、この事故により国道
41号線が2日間にわたり通行止めとなり、損害額56,631千円であつた。

消防本部8名(1名は、下呂消防署兼務)・通信指令室7名・下呂消防署26名(救命士4名)・萩原消
防署16名(救命士1名)・小坂分署12名・金山消防署15名(救命士1名)　計84名

携帯電話によるﾒｰﾙ119番受信運用開始

消防本部8名(1名は、救急救命東京研修所入校)・通信指令室6名・下呂消防署25名(救命士4
名)・萩原消防署16名(救命士1名)・小坂分署13名・金山消防署16名(救命士1名) 計84名

下呂消防署ﾎﾟﾝﾌﾟ車更新
益田広域連合解散

岐阜県防災航空隊に１名派遣

下呂市発足
下呂市消防本部発足

第53回岐阜県消防操法大会開催

職員現勢

職員現勢

益田広域連合消防活動規程運用開始

飛騨地域ﾒﾃﾞｨｶﾙｺﾝﾄﾛ-ﾙ協議会事後検証体制検討委員会発足
包括的指示による除細動の開始

救急救命士6名体制となる
金山消防署救急車更新（高規格）

新規採用（救命士有資格者）1名　他施設へ異動2名・他施設から異動2名
職員現勢

飛騨地域ﾒﾃﾞｨｶﾙｺﾝﾄﾛ-ﾙ協議会発足

消防本部8名(1名は､下呂消防署兼務)・通信指令室7名・下呂消防署26名(救命士4名)・萩原消
防署16名(1名は小坂分署兼務・救命士2名)・小坂分署12名・金山消防署15名(救命士2名) 計
84名
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平成 18 年 3 月 2 日 （株） ハウテックより中消防署指令車の寄贈を受ける

3 月 3 日
3 月 6 日
4 月 1 日 平成18年度新規採用職員6名

5 月 21 日 天皇、皇后両陛下をお迎えし、下呂市で全国植樹祭が開催される

10 月 20 日 南消防署消毒室完成

27 日 小坂分署増築工事完了

11 月 24 日 北消防署増築工事完了

平成 19 年 4 月 1 日 平成19年度新規採用職員4名,市役所から2名異動。

23 日 小坂町地内において地下タンクより油流失事故発生
5 月 28 日 岐阜県立下呂温泉病院と情報交換会開催（以降隔月開催）
7 月 1 日 下呂市休日診療所開設　（下呂市民会館）

12 月 12 日 中消防署高規格救急車更新（トヨタハイメディック）

平成 20 年 3 月 3 日 小坂分署に高規格救急車配備（全署、高規格救急車配置となる）

4 月 1 日 平成20年新規採用職員2名、市役所へ異動1名

7 月 30 日 下呂市湯之島地内、サービスタンクからの重油流失事故発生
12 月 2 日 南消防署新型消防ポンプ車（キャフス付）に更新

平成 21 年 4 月 1 日 平成21年度新規採用職員2名
職員現勢

通信指令室を通信指令課に変更
9 月 11 日 エマルゴ災害演習（あさぎり体育館）

18 日 岐阜県緊急消防援助隊訓練（あさぎりスポーツ公園）
11 月 17 日 小坂分署救急車更新
12 月 9 日 北消防署新型消防ポンプ車（キャフス付）更新

小坂分署新型消防ポンプ車（キャフス付）更新
平成 22 年 3 月 16 日 新高機能指令台（ＯＫＩⅠ型）運用開始

4 月 1 日 平成22年度新規採用職員4名
職員現勢

8 月 27 日 全国消防救助技術大会（京都市）北消防署がロープブリッジ救出に出場
10 月 16 日
12 月 13 日 ドクターヘリ　消防本部・下呂病院合同訓練

19 日 エマルゴ土砂災害対応演習実施
平成 23 年 4 月 1 日 平成23年度新規採用職員3名

職員現勢
消防本部11名・通信指令課8名・中消防署27名・北消防署（小坂分署含む）25名・南消防署15名
計86名

9 月 4 日 下呂市総合防災訓練
10 月 2 日 市街地防ぎょ訓練
11 月 4 日 下呂市危険物安全協会創立50周年記念講演会

24 日 下呂市医療救護訓練
平成 24 年 3 月 1 日 デジタル無線運用開始

4 月 1 日 平成24年度新規採用職員4名
職員現勢
消防本部10名・通信指令課8名・中消防署27名・北消防署（小坂分署含む）25名・南消防署15名
計85名

9 月 2 日 下呂市総合防災訓練
24 日 消防本部集団救急災害訓練

10 月 29 日 市街地防ぎょ訓練
11 月 25 日 木造3階建学校実大火災実験

29 日 下呂市医療救護訓練

消防本部8名（内1名中署兼務）・通信指令室7名・中消防署30名（1名本部兼務）・北消防署（小
坂分署含む）25名・南消防署15名・計85名

緊急消防援助隊中部ブロック合同訓練（可児）

消防本部9名（内1名中署兼務・1名岐阜県消防学校研修生派遣）・通信指令室7名・中消防署
31名（1名本部兼務・救命士4名）・北消防署（小坂分署含む）25名（救命士6名）・南消防署15名
（救命士4名）　　計86名

職員現勢

職員現勢

携帯119通報直接受信に切り替え
萩原防災へリポート運用開始

消防本部9名(1名は、中消防署兼務)・通信指令室7名・中消防署29名(救命士4名)・北消防署
（小坂分署含む）25名（救命士5名）・南消防署15名(救命士2名)　計85名

消防本部9名（内1名中署兼務)・通信指令課7名・中消防署30名（1名本部兼務）・北消防署（小
坂分署含む）25名・南消防署15名・計86名

消防本部10名(1名中署兼務)・通信指令室7名・中消防署29名(1名本部兼務・救命士4名)北消
防署(小坂分署含む）25名（救命士6名）・南消防署15名(救命士4名)　計85名
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平成 25 年 4 月 1 日 平成25年度新規採用職員2名
職員現勢
消防本部10名・通信指令課8名・中消防署27名・北消防署（小坂分署含む）25名・南消防署15名
計85名

7 月 7 日 小坂町門坂地内、林野火災発生1.7ha焼失
8 月 16 日 下呂地区、益田川で子供2名水難事故発生

10 月 17 日 下呂市女性消防隊、全国女性消防操法大会出場5位入賞（横浜市）
11 月 24 日 消防団120周年・自治体消防65周年記念大会（東京都）
12 月 6 日 中消防署、水槽付消防ポンプ自動車（CAFS）更新

平成 26 年 1 月 24 日 南消防署、救急車更新
4 月 1 日 平成26年度新規採用職員3名

職員現勢
消防本部9名・通信指令課8名・中消防署29名・北消防署（小坂分署含む）26名・南消防署16名
計88名

8 月 17 日 大雨により警戒3次体制発令
18 日 河川の増水により、川上地区栗原橋が落橋、対岸に孤立世帯発生、翌日、県防災ヘリにて救助

する
9 月 27 日 11時52分御嶽山噴火　死者57名、行方不明者6名（平成27年4月1日現在）

平成 27 年 1 月 30 日 北消防署　高規格救急車更新
4 月 1 日 平成27年度新規採用職員4名

職員現勢
消防本部（通信員含む）17名・中消防署29名・北消防署（小坂分署含む）25名・南消防署15名
計86名

21 日 西上田地内行方不明者捜索 益田川（4月30日まで）
7 月 28 日 御嶽行方不明者再捜索（8月7日まで）1名発見
9 月 6 日 下呂市総合防災訓練

10 月 27 日 本部　指揮車更新
12 月 1 日 無人航空機（飛行ドローン）運用開始

－9－



4 月 1 日

1 日

6 日

6 月 19 日

26 日

7 月 5 日

30～31 日

8 月 19～20 日

27～28 日

31 日

9 月 4 日

14～15
日

23～24
日

10 月 21 日

24 日

11 月 9～15
日

18 日

1 月 8 日

3 月 1～7 日

26 日

下呂市土砂災害訓練（金山地区）

馬瀬中学校少年消防クラブ閉校に伴う解散

春の全国火災予防運動に伴う啓発活動

岐阜県緊急消防援助隊訓練（養老町）
写真④

緊急援助隊中部ブロック訓練（富山県）

消防実務講習会開催(34名)

下呂市消防出初式

小坂地区　親子防災宿泊体験（小坂小学校）

金山地区　親子防災宿泊体験（東第一小学
校）　写真②

甲種防火管理新規講習（48名）

下呂市総合防災訓練　　女性防火クラブ
下呂支部バケツ注水リレー　写真③

本部　資機材搬送車更新

平成29年

秋の全国火災予防運動に伴う啓発活動

下呂地区　親子防災宿泊体験（上原小学校）

県消防長会御嶽山登山研修

下呂市消防本部特殊災害訓練
（中津川市消防本部合同）

平成２８年度の主な出来事

平成28年度新規採用職員3名

職員現勢

消防本部(通信員含む）17名
中消防署29名
北消防署（小坂分署含む）25名
南消防署15名　　　　　　　　　　　　　計86名

下呂市消防操法大会（小型ポンプ：竹原）
写真①

平成28年

下呂市消防団入退団式

消防学校初任教育第65期3名入校

① 

② 

③ 

④ 
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〒 ５０９－２５０６ 〒 ５０９－３１０３
岐阜県下呂市萩原町羽根2488番地1 岐阜県下呂市小坂町大垣内1562番地1
TEL （０５７６）５２－３５１９ TEL （０５７６）６２－３５３６
FAX （０５７６）５３－１０３６ FAX （０５７６）６２－２４６７

〒 ５０９－１６２２ 〒 ５０９－２２０２
岐阜県下呂市金山町金山2660番地3 岐阜県下呂市森363番地1
TEL （０５７６）３４－０１１９ TEL （０５７６）２５－５１１９
FAX （０５７６）３２－２１３７ FAX （０５７６）２５－６１３５

署･分署の所在地

北 消 防 署

南 消 防 署 消 防 本 部 ・中 消 防 署

小 坂 分 署

Y 

Y 

Y 

Y 

小坂分署 

北消防署 

南消防署 

消防本部･中消防署 
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平成29年度当初予算

市一般会計予算（当初）と消防費の比較

　区　　　分

　年　　　度

平成27年度

21,040,000 6.27%

平成25年度 20,170,000 972,806 4.82%

平成26年度 19,440,000 974,427

平成23年度

平成24年度 20,230,000

899,467 4.36%20,640,000

5.01%

4.45%

1,320,165

901,145

（単位　千円）

比　　較

災 害 対 策 費

　消　防　費

（単位　千円）

市一般会計予算

141,900

105,271

58,929

非 常 備 消 防 費

下呂市一般会計予算及び消防予算

770,400

下 呂 市 一 般 会 計 予 算

消 防 費

内

訳

常 備 消 防 費

23,180,000

1,076,500

消 防 施 設 費

-12-

4.64%平成29年度 23,180,000 1,076,500

平成28年度 21,820,000 994,512 4.56%



　　

その他通信業務に関すること

防火対象物定期点検報告制度の運用に関すること

5

消防施設整備に関すること

8

1

10

6

下呂市防火管理者連絡協議会事務に関すること

7

消　　防　　本　　部

文書及び物品の収受、発送並びに文書事務の管理に関すること

消防職員の教養、訓練及び研修に関すること

職員の表彰に関すること

下呂市少年女性防火組織推進協議会に関すること

消防用設備設置指導及び完成検査に関すること

住宅防火に関すること

1 予防行政の企画、計画、立案に関すること

消

防

係

消防年報及び各種統計に関すること

市広報ＰＲ活動に関すること

3

4

5

2

火災警報及び気象情報に関すること

災害情報の収集、通報に関すること

3

11

予

防

係

4

1

5

12

4

4

2

総

務

係

4

消
防
総
務
課 4

7

1

2

5

6

3

予算（常備・非常備・消防施設）の編成及び執行に関すること

飛騨地域メディカルコントロール協議会に関すること

7

条例・規則及び規程等の改廃に関すること

8

市消防協会に関すること

消防職員委員会に関すること

消防年報及び各種統計に関すること

職員の保険等福利厚生に関すること

物品の出納及び管理に関すること

消防無線設備及び通信指令施設の維持管理に関すること

消防及び救急通信の運用に関すること

事　務　分　掌　表

1 人事及び組織に関すること

2

3

消防安全管理に関すること

公印の管理、保管に関すること

2

渉外事務、諸行事及び、記録に関すること

潜水士隊運用に関すること

救助･救急に関すること

下呂市救急医療連絡協議会事務に関すること

予防統計及び記録に関すること

火災原因、損害調査及び処理に関すること

高圧ガスの製造の許可等に関すること

液化石油ガス販売事業の登録の申請等に関すること

その他予防事務に関すること

9

5

火薬類の製造の許可等に関すること

その他、他の係に属さないこと

9

庁舎の維持管理に関すること

消防団に関すること10

6

1

6

建築物の同意事務等に関すること

消防行政に関する企画、計画及び立案に関すること

11

消
防
長

危
険
物
調
査
係

2

5 防火査察及び違反処理に関すること

自主防災組織の普及及び指導に関すること

予算、経理に関すること

7

指

令

係

予
防
･
通
信
課

庶

務

係

危険物の許認可等規制及び取締に関すること

下呂市危険物安全協会事務に関すること

6

3

3

-13-



救
助
救
急
係

12

署

長 9

11

予算に関すること
OA機器管理及び運用に関すること

7 その他救助救急に関すること
6 関係機械器具・資材の、点検維持管理に関すること

統計・記録に関すること

14 その他消防総務に関すること

救助訓練に関すること

危険物・ＬＰＧ等の規制に関すること

消防団との連携に関すること

2

2

火災等の調査及び統計に関すること
その他予防業務に関すること

消防相互応援協定に関すること
消防計画、地震防災対策及び大規模災害に関すること

関係機械器具・資材の、点検維持管理に関すること

3

火災原因調査に関すること

3 道路工事に関すること

煙火に関すること
4 予防関係統計･記録・調査報告に関すること

9

事　務　分　掌　表

消 防 署 ･ 分 署

7 防火対象物台帳の整備・維持管理に関すること
6

消防広報に関すること

5

2

予
防
係

10
自主防災組織に関すること

8

建築同意・火災予防・立入検査及び各種届出に関すること1

-14-

7
6

救急訓練指導に関すること

3

消
防
総
務
係

1
救急等の調査及び統計に関すること
警防計画に関すること

4 服務、福利厚生、研修、表彰、報償及び公務災害に関すること

8

5

13 備品等の管理に関すること

1

11

5

消防水利に関すること10

4

緊急消防援助隊に関すること

文書及び物品の収受、発送並びに文書事務の管理に関すること

統計・記録に関すること

物品及び備品、貸与品の管理受払に関すること



施 設

平成29年4月1日 現在

平成29年4月1日 現在

区　　分 区　　分
現有
台数

平成16年  3月 1日

郡上市消防本部と消防相互応援申し合せ事項を締結（昭和58年3月1日郡上広域消防と締結）

岐阜県防災ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ応援協定を締結（県･20市町村･14一部消防事務組合）

１本部３署１分署

指 揮 車

5

飛騨ﾌﾞﾛｯｸの消防相互応援申し合せ事項を締結（3市）

51 △ 3

救 急 自 動 車

0
( 1 )

△ 6

基準
台数

不足
人数

8 3

0
（消防隊兼務）

木曽広域連合と消防業務相互応援協定を再締結

0

1

1

0

0

△ 15

37116

庶務の処理などの人員

機

械

44

1

△ 1資 機 材 搬 送 車

そ の 他 車 両
( 指 令 車 等 ）

－

－

2ー

2－非 常 用 消 防 自 動 車

5

※消防力の整備指針とは、市町村が消防活動を行うために施設整備及び人員の目標を定めたもので、各市町村が、
この指針を目標として、地域の実情に即した具体的な整備に取り組む為のものである。

7 6

計－ 856

54

救 助 工 作 車

内                                 容

平成  6年 4月 1日

1 1

現有
人数

昭和56年10月 1日

不足
台数

5

中津川市と相互応援協定を締結（中津川消防本部と消防業務確認書）

平成27年  4月 1日

基準
人数

平成28年  2月 1日

消防隊員

消防力の整備指針と現有力の比較

△ 9

化学消防車（泡放出設備
を 備 え た ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 自 動 車 ）

は し ご 自 動 車 0

0

0

0

消 防 ポ ン プ 自 動 車

消防相互応援協定等の締結状況

中津川市消防本部と消防相互応援協定を締結（昭和57年恵北消防と締結）

中濃消防事務組合と消防相互応援協定を締結（昭和63年3月31日一部改正）

岐阜県広域消防相互応援協定を締結（99市町村･14一部消防事務組合）

平成17年  2月10日

締結年月日

可茂消防事務組合と消防相互応援協定を締結（平成17年5月26日一部改正）

平成16年10月19日

昭和58年 1月26日

平成　3年 4月 1日

－

0

0

0

予防要員 11

梯子車隊員 15

15救助工作車隊員

5通信員

救急車隊員
（ﾎﾟﾝﾌﾟ車隊員との兼務により）

0

-15-

指揮車隊員 9

1

1

15



現在

消　 防
司令長

消　防
司　令

消　 防
司令補

消　防
士　長

消　 防
副士長

消防士

1

2 2 2

4 2 5

7 6 5 4 6

4 3 2 3 5

2 2 2 2

4 3 3 5

1 23 16 19 9 18

　　　消防総務課の1名は岐阜県防災航空隊に派遣

消　 防
司令長

消　防
司　令

消　 防
司令補

消　防
士　長

消　 防
副士長

消防士

56.0 54.8 44.1 35.1 28.9 22.3

18 20 4

21 25 11

26 30 2 6 3

31 35 9 3

36 40 8

41 45 11

46 50 5

51 55 12

56 60 1 11

1 23 16 19 9 18

消　 防
司令長

消　防
司　令

消　 防
司令補

消　防
士　長

消　 防
副士長

消防士

4

1 3 1 9

4 7 2 5 5

8 11 8 3

12 15 3

16 19 6

20 23 3

24 27 1 10

28 31 3

32 35 4

36 39 1 17

1

1 23 16 19 9 18

～ 12

所属別・階級別消防職員数

平成29年4月1日 現在

消防職員年齢表

計

小坂分署

所属別

中消防署

消防総務課

8

6

11

28

17

予防・通信課

消 防 吏 員

計 86

～

～

～

～

北消防署

階級別

階級

40.2年齢

～

15

4

11

南消防署

86

～

40年以上

12

11

4

18

1

～

～

～

3

6

3

3

10

～ 11

１年未満

～

～

～

～

～

～

～

計

～

計

1

86

平成29年4月1日

計

4

消防職員勤続年数表

年数 階級

現在

消防本部

-16-

平成29年4月1日

11

5

12

11

12

8

計

平均 



区　　　　分 号　車　名 車　　種 登　録　番　号 購入年月日 型　式・級　別 排気量

指揮車 下呂本部　５１
ﾄﾖﾀ
ｴｽﾃｨﾏ

飛騨800さ26-68 H27.10.27 DBA-ACR５５W 2,360

非常用水槽付
消防ポンプ自動車 下呂中　3 日野 飛騨88は496 H6.10.31 U-FT3HGAA改 7,410

非常用救急自動車 救急下呂中　２
ﾄﾖﾀ
ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

飛騨800さ628 H13.11.12 GES-VCH38 3,370

資機材搬送車 下呂本部　５３ 日野 飛騨800さ27-88 H28.10.21 TKG-XZU685M 4,000

その他車両 下呂本部　５２
ﾄﾖﾀ
ｳｨｯｼｭ

飛騨300せ33-23 H26.7.10 E-SV40 1,790

指令車 下呂中　５１
ﾄﾖﾀ
ｻｸｼｰﾄﾞ

飛騨830そ119 H18.3.3 CBA-NCP59G 1,490

水槽付
消防ポンプ自動車

下呂中　１ 日野 飛騨800は233 H25.12.2 SDG-GX7JGAA改 6,400

消防ポンプ自動車 下呂中　２ 日野 飛騨800さ10-78 H16.1.19 KK-XZU371M 4,890

梯子付消防自動車 下呂梯子　１ 日野 飛騨830さ845 H12.8.31 KL-PR4FPHF 20,780

救助工作車 下呂救助　１ 日野 飛騨800は47 H12.11.17 KK-GX1JGDA改 7,960

救急自動車 救急下呂中　１
ﾄﾖﾀ
ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

飛騨830た119 H19.12.12 CBF-TRH226S 2,693

指令車 下呂北　５１
ﾄﾖﾀ
ｻｸｼｰﾄﾞ

飛騨800さ14-30 H17.12.13 CAB-NCP59G 1,490

消防ポンプ自動車 下呂北　１
日野
ﾃﾞｭﾄﾛ

飛騨800さ20-21 H21.12.3 ＢＤＧ-ＸＺＵ378Ｍ 4,000

救急自動車 救急下呂北　１
ﾄﾖﾀ
ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

飛騨800さ2015 H27.1.30 CBF-TRH226S 2,690

その他車両 下呂北　５２
ﾄﾖﾀ
ｶﾛｰﾗﾊﾞﾝ

飛騨 44さ83-98 H10.4.16 R-EE96V 1,420

指令車 下呂小坂　５１
日産
ﾀﾞｯﾄｻﾝ

飛騨88は13-12 H10.12.16 KC-LRMD22 3,150

消防ポンプ自動車 下呂小坂　１
日野
ﾃﾞｭﾄﾛ

飛騨800さ20-20 H21.12.3 ＢＤＧ-ＸＺＵ378Ｍ 4,000

救急自動車 救急下呂小坂　１
ﾄﾖﾀ
ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

飛騨800さ19-99 H21.11.12 CBF-TRH226S 2,690

指令車 下呂南　５１
ﾄﾖﾀ
ﾊﾟｯｿｾｯﾃ

飛騨830つ119 H23.10.28 CBA-M512E 1,490

消防ポンプ自動車 下呂南　１
日野
ﾃﾞｭﾄﾛ

飛騨830ち119 H20.12.2 ＢＤＧ-ＸＺＵ378Ｍ 4,000

救急自動車 救急下呂南　１
ﾄﾖﾀ
ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

飛騨830さ2014 H26.1.22 CBF-TRH226S 2,690

資機材搬送車 下呂南　５２
ﾀﾞｲﾊﾂ
ﾊｲｾﾞｯﾄ

飛騨880あ151 H24.10.11 EBD-S211P 650

南
消
防
署

－17－

現 有 車 両 一 覧

　　　　平成29年4月1日現在

本
部

中
消
防
署

北
消
防
署

小
坂
分
署



○ 法第17条指定防火対象物状況表 18

○ 階層建築物（棟単位）表 19

○ 建築確認同意等用途別件数 20

○ 消防用設備等関係届出事務処理状況 21

○ 火災予防条例等による届出、定期点検報告制度等状況表 22

○ 防火講習状況、防火管理講習等実施状況 23

○ 危険物施設状況表 24

○ 危険物関係各種申請・届出等、危険物施設比較表 25

２． 予　　防



中
署

北
署

小
坂
分
署

南
署

イ 劇 場 ・ 映 画 館 1 1 1 1
ロ 公 会 堂 ･ 集 会 場 65 20 20 9 16 64 28 36 66 27 3 4 22 1 1 37
イ ｷ ｬ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ･ ﾅ ｲ ﾄ ｸ ﾗ ﾌ ﾞ 等

ロ 遊 技 場 ･ ﾀ ﾞ ﾝ ｽ ﾎ ｰ ﾙ 等 7 2 2 1 2 6 6 8 7 1 7
ハ 風 俗 営 業

ニ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

イ 待 合 ・ 料 理 店 等

ロ 飲 食 店 27 12 7 3 5 19 14 5 28 11 3 2 8 4 26 2
4 百 貨 店 ･ マ ー ケ ッ ト 59 23 23 2 11 29 25 4 63 35 1 1 15 1 23 1 36

イ 旅 館 ･ ホ テ ル 108 71 12 16 9 94 90 4 114 94 1 10 4 48 27 37 15 42 99 15 3
ロ 下 宿 ･ 共 同 住 宅 等 175 113 30 8 24 8 7 1 136 35 1 1 6 11 16 30 8 3 2
イ 病 院 ･ 診 療 所 等 12 7 4 2 6 5 1 9 7 4 1 3 1 1 13 2
ロ 老人介護施設（要介護）等 14 4 8 2 13 13 14 13 12 5 4 1 2 12 2
ハ 保育園・社会福祉施設等 25 10 9 2 4 15 14 1 23 17 1 8 1 5 1 23
ニ 幼稚園・特別支援学校等 3 3 3 3 1 3 3 3

7 学 校 49 14 18 5 12 38 37 1 41 46 35 2 30 10 16 1
8 図 書 館 ・ 博 物 館 等 7 5 1 1 4 3 1 4 4 3

イ 特 殊 浴 場

ロ 一 般 大 衆 浴 場 3 1 1 1 3 2 1 3 2 2 1 3
10 車 両 の 停 車 場 1 1 1
11 神 社 ・ 教 会 ・ 寺 院 27 5 10 4 8 26 24 2 26 2 1 6 3 4

イ 工 場 ･ 作 業 所 278 93 94 34 57 24 24 253 105 3 3 22 2 10 8 20
ロ 映 画 ･ テ レ ビ ス タ ジ オ

イ 自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場 27 8 11 6 2 22 1 3
ロ 飛行機・ﾍﾘｺﾌ ﾟ ﾀｰ格納庫

14 倉 庫 174 54 64 20 36 2 2 142 35 1 2 5 7
15 そ の 他 事 業 所 175 62 60 23 30 34 32 2 151 47 9 3 16 3 4 39

イ 複合用途対象物（特 定） 100 61 19 7 13 57 53 4 96 54 5 1 9 4 18 4 20 75 1
ロ 複合用途対象物（非特定） 43 21 13 4 5 1 1 33 8 1 2 3

17 重 要 文 化 財 等 5 3 2 4 3 1 4

1,385 594 408 146 238 451 386 65 1,238 553 6 34 13 171 63 198 25 118 420 23 5 30

水
噴
霧
消
火
設

備 避
難
器
具

屋
内
消
火
栓
設

備 ガ
ス
漏
れ
火
災

報
知
設
備

自
火
報
知
設
備

非
常
警
報
設
備

ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー

設
備

管轄署名

平成29年3月31日現在

漏
電
火
災
警
報

器 連
結
送
水
管

動
力
消
防
ポ
ン

プ誘
導
灯

消防用設備設置防火対象物数

非
常
用
コ
ン
セ

ン
ト

屋
外
消
火
栓
設

備

法第１７条指定防火対象物状況表

3

防火対象物数

計

2

法第８条指定
査
察
実
施
回
数

乙

種

総

数

甲

種

総

数

-18
-

13

16

5

6

9

12

1



地上５階未満
（地下のみを除く）

地上５階以上 地上５階未満
（地下のみを除く）

地上５階以上 地上５階未満
（地下のみを除く）

地上５階以上 地上５階未満
（地下のみを除く）

地上５階以上 地上５階未満
（地下のみを除く）

地上５階以上

イ 劇 場 ・ 映 画 館 1 1
ロ 公 会 堂 ･ 集 会 場 65 20 20 9 16
イ ｷ ｬ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ･ ﾅ ｲ ﾄ ｸ ﾗ ﾌ ﾞ 等

ロ 遊 技 場 ･ ﾀ ﾞ ﾝ ｽ ﾎ ｰ ﾙ 等 7 2 2 1 2
ハ 風 俗 営 業

ニ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

イ 待 合 ・ 料 理 店 等

ロ 飲 食 店 27 12 7 3 5
4 百 貨 店 ･ マ ー ケ ッ ト 60 23 23 3 11

イ 旅 館 ･ ホ テ ル 75 33 39 32 12 15 1 9
ロ 下 宿 ･ 共 同 住 宅 等 156 19 97 16 29 1 6 2 24
イ 病 院 ･ 診 療 所 等 11 2 6 1 4 1 1
ロ 老人介護施設（要介護）等 12 2 2 2 8 2
ハ 保育園・社会福祉施設等 25 10 9 2 4
ニ 幼稚園・特別支援学校等 3 3

7 学 校 48 1 14 17 1 5 12
8 図 書 館 ・ 博 物 館 等 6 1 4 1 1 1
9 イ 特 殊 浴 場

10 車 両 の 停 車 場 1 1
11 神 社 ・ 教 会 ・ 寺 院 27 5 10 4 8

イ 工 場 ･ 作 業 所 278 93 94 34 57
ロ 映 画 ･ テ レ ビ ス タ ジ オ

イ 自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場 27 8 11 6 2
ロ 飛行機・ﾍﾘｺﾌ ﾟ ﾀｰ格納庫

14 倉 庫 174 54 64 20 36
15 そ の 他 事 業 所 173 2 61 1 59 1 23 30

イ 複合用途対象物（特 定） 91 9 53 8 19 7 12 1
ロ 複合用途対象物（非特定） 43 21 13 4 5

17 重 要 文 化 財 等 5 3 2

1,315 69 532 61 404 3 143 3 236 2

平成29年3月31日現在階層建築物（棟単位）表

1

全体 中署管内 北署管内 小坂分署管内 南署管内

12

13

16

6

-19
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2

3

5

計



工事別

管轄署 中

署

北

署

小
坂
分
署

南

署

中

署

北

署

小
坂
分
署

南

署

中

署

北

署

小
坂
分
署

南

署

中

署

北

署

小
坂
分
署

南

署

中

署

北

署

小
坂
分
署

南

署

13 2 1 1 1 18

1 1

1 1

1 1 2

1 1

1 1

1 1 1 1 4

1 1 1 1 4

1 1

2 2 1 5

18 5 3 2 4 3 1 2 38

平成28年4月1日～平成29年3月31日

学 校

工 場

倉 庫

計

新　　築 仮　　設増　　築 改　　築 変　　更

保 養 所

共 同 住 宅

集 会 場

旅 館 ･ ﾎ ﾃ ﾙ

店 舗 併 用 住 宅

店 舗

-20
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建築確認同意等用途別件数

工 作 物

ガ ソ リ ン ス タ ン ド

計

そ の 他

エ レ ベ ー タ ー

用　途　別

住 宅



届出種別

管轄署 中

署

北

署

小
坂
分
署

南

署

合

計

中

署

北

署

小
坂
分
署

南

署

合

計

中

署

北

署

小
坂
分
署

南

署

合

計

1 1 2 5 2 1 3 11 2 1 1 4

1 1 2 1 1 2 1 1 2

4 4 4 4 4 4

1 1 1 1 2 4 1 1 1 3

15 7 3 1 26 28 15 8 6 57 14 15 5 2 36

1 1 1 1

8 1 9 7 1 1 1 10 7 1 8

1 1 1 1 2 1 1 2

2 1 3 12 5 2 3 22 4 4 1 9

1 1 1 3 6 4 2 1 13 1 4 2 4 11

32 11 4 4 51 65 30 14 17 126 35 28 9 8 80

平成28年4月1日～平成29年3月31日

消防用設備等関係届出事務処理状況

着　工　届 設　置　届 検　査　数

非常放送・非常警報設備

ｶ ﾞ ｽ 漏れ火災警報設備

計

屋 外 消 火 栓 設 備

水 噴 霧 消 火 設 備

そ の 他

避 難 器 具

誘 導 灯

連 結 送 水 管

非 常 ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ 設 備

-21
-

動 力 消 防 ポ ン プ 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備

漏 電 火 災 報 知 設 備

消 火 器

屋 内 消 火 栓 設 備

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

ﾌｰﾄﾞ･ﾀﾞｸﾄ等自動消火設備

設備の種類



14 8 4 26

14 12 2 4 32

33 26 17 20 96

33 45 21 23 122

469 268 128 169 1,034

2 2 4

18 3 3 4 28

9 4 3 16

0

2 1 5 1 9

4 4 3 3 14

144 114 55 69 382

1 14 15

743 487 234 314 1,778

管　轄　署

-22-

46

6

消 防 計 画 届

消防用設備点検報告届

ﾎﾞｲﾗｰ･かまど等設置届

火災とまぎらわしい行為

8

1

2 2

点検実施対象物定期点検義務対象物

130

1

特例認定証交付対象物

31

9

3

南　　　署

計

7

49

南 署 計

防火対象物工事計画届

道 路 工 事 届

小坂分署

火災予防条例等による届出

煙火仕掛け又は打ち上げ

少量危険物貯蔵取扱届

中 署 小坂分署
区　　　分

北 署

平成28年4月1日～平成29年3月31日

　　　　平成28年4月1日～平成29年3月31日

定期点検報告制度等状況表

管　轄　署

計

そ の 他

防火管理者選 ･解任届

中　　　署

北　　　署

変電･発電･蓄電池設備

液 化 石 油 ｶ ﾞ ｽ 貯 蔵

防火対象物使用開始届



　　年　度

種　別

850 48 49 48 44 48 39 52 46 40 50 49 45 45 47 48 48

24 5 5 5 9 3 6 3 10

73

341 37 29 31 29 35 45 36 36 30 38 37 45 37 48 37 40

防火講習状況

防火管理講習等実施状況

     平成28年4月1日～平成29年3月31日

                                    《講習団体・対象物別》

出向職員数（人）

2718 19

59 333

講習時間（時間） 出向職員数（人）

254 1,120

乙種管理者
講 習

22 23

14,945 254 1,120

（人）

931

73

70

計

甲種防火管
理新規講習

1,596

26

特 別 講 習
（ 消 防 実 務 講 習 ）

甲種防火管
理 再 講 習

20 24 2517

116 522

839 9 4

503

3,909

計

講習時間（時間）

42

地 区 住 民

そ の 他

保 育 園 18

旅 館 ･ ホ テ ル

そ の 他 事 業 所

131

52

22 78

186

388

参加人員（人）

1,971 17

14,945

防　火　講　習

　（消防訓練含む）

6,528

1,195

31

参加人員（人）実施回数（件）

99

実施回数（件）

学 校

11

32

388

21 28～12 13 14 15 16

-23-



施

設

数

6 2 6 1 9 54

2 3 2 2 24

5 11 3 12 106

5 1 6 1 12 54

1 1 2 8

0

0

0

18 3 27 8 37 246

0

0

0

11 2 25 142

6 1 8 42

1 8 4 34

7 8

9 9

9 9

5 5

危険物施設状況
（完成検査済証交付施設数）

-24-

２ ０ ０ 倍 を こ え
１ ０ ０ ０ 倍 以 下

倍

数

別

区

分

51 5

１５０倍をこえ
２ ０ ０倍以下

13

１００倍をこえ
１ ５ ０倍以下

５ ０ 倍 を こえ
１ ０ ０倍以下

1

１ ０ 倍 を こえ
５ ０ 倍 以 下

8

25

５ 倍 を こ え
１ ０ 倍 以 下

8 2 17

５ 倍 以 下 7 16

混 在

第 ６ 類

第 ５ 類

第 ４ 類 23 18 82 5 25

第 ２ 類種

別

区

分

第 １ 類

第 ３ 類

馬 瀬 1 2 1

3 12

金 山 7 6 11 1 4

6

小 坂 3 2 8 2地

域

名

萩 原 2 3 18 1

下 呂 11 6 43

25 3 27 8 37 246
区　　　　分

18 23 18 82 5

屋
外
貯
蔵
所

給

油

取
扱
所

一
般
取
扱
所

営
業
用

自
家
用

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

平成29年3月31日現在

貯　　蔵　　所 取　扱　所

計
施設名 屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所



1 2

1 2

1 1 4

1 1

4

5 3 11

2 8 3 24

危険物施設比較表

－25－

計 1 6 1 3

資 料 提 出 届 3

廃 止 届 1 1 1 1

仮 使 用 承 認 申 請

完 成 検 査 申 請 1 1

変 更 許 可 申 請 1

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

設 置 許 可 申 請 1

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

一

般

取

扱

所

種　別
営

業

用

自

家

用

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

危険物関係各種申請・届出等
平成28年4月1日～平成29年3月31日

貯　　蔵　　所 取　扱　所

計

施 設 名
屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

給

油

取

扱

所

貯蔵所 174 

70.7% 

取扱所 72 

29.3% 

屋内貯蔵所  18 

7.3% 

屋内タンク 23 

9.6% 

屋外タンク 18 

7.3% 

地下タンク 82 

33.3% 
簡易タンク 5 

2.0% 

移動タンク 25 

10.2% 

屋外貯蔵所 3 

1.2% 

給油取扱所 35 

14.2% 

一般取扱所 37 

15.0% 

246 

総数 



○ 平成28年管内火災概況 26

○ 地域別火災件数・月別損害状況・月別火災件数 27

○ 年別火災発生状況 28

○ 過去10年間の発生件数の推移・過去10年間の損害額の推移 29

○ 建物火災年別及び用途別･原因別火災状況 30

　

３． 火　　災

平成28年度火災予防に関するポスター募集事業

（岐阜県少年消防クラブ運営協議会・下呂市防火管理者連絡協議会）

下呂小学校（2年）の作品下呂小学校（5年）の作品
竹内　碧空さん

       下呂市長賞        下呂市議会議長賞

熊﨑　快さん



平成28年平成27年 比較 下呂 萩原 金山 小坂 馬瀬

13 8 5 7 2 2 2 0

8 7 1 4 1 1 2

1 0 1 1

1 1 0 1

(件) 3 0 3 2 1

焼損 319 290 29 223 96

面積 3 0 3 3

9,230 36,071 △ 26,841 5,209 3,742 9 270 0

9,106 35,761 △ 26,655 5,209 3,625 2 270

0 0 0

7 310 △ 303 7

(千円) 117 0 117 117

9 7 2 7 1 0 1 0

2 1 1 2

1 0 1 1

0 1 △ 1

(棟) 6 5 1 5 1

8 2 6 7 1

16 3 13 13 2 1

0 0

3 3 0 2 1

平成 ２８年管内火災概況

計

全　焼

半　焼

区　分

計

建物火災

林野火災

車両火災

計

死　者(人)

負傷者(人)

出
火
件
数

損
 

害
 

額

焼
損
棟
数

部分焼

ぼ　や

り災世帯(世帯)

り災人員(人)

その他火災

林野(ａ)

建物(㎡)

その他火災

車両火災

林野火災

建物火災

-26-



【地域別火災件数】

【月別損害額】

【月別火災件数】

0

1

2

3

4

5

6

7

下呂 萩原 金山 小坂 馬瀬 

建物火災 林野火災 車両火災 その他火災 

建物火災 

車両火災 

0

5

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

1 

3 

1 1 1 

2 2 

1 1 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

6083 

117 

2751 

7 
270  

2 

平成28年（件) 

平成28年（千円) 

平成28年（件) 

-27-



計

建

物

火

災

林

野

火

災

車

両

火

災

そ

の

他

火

災

建

物

(㎡)

林

野

(a)

計

建

物

火

災

林

野

火

災

車

両

火

災

そ

の

他

火

災

計

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

や

り

災

世

帯

り

災

人

員

死

者

負

傷

者

平 成 19 年 14 8 4 2 668 41,215 40,148 1,067 8 4 4 5 20 2

平 成 20 年 10 6 1 2 1 675 1 11,319 10,946 373 8 2 1 2 3 5 15

平 成 21 年 15 6 1 3 5 19 1 12,093 7,746 40 4,245 62 9 2 1 2 4 2 3 4

平 成 22 年 11 7 1 1 2 527 3 33,393 33,275 118 6 2 4 12 31 1 4

平 成 23 年 14 8 2 3 1 42 51 10,492 10,241 251 13 3 1 2 7 5 14 1

平 成 24 年 12 7 3 2 964 46,551 44,840 1,711 10 1 5 4 4 10

平 成 25 年 12 9 2 1 1,327 188 38,114 37,118 996 11 5 1 3 2 8 24 4

平 成 26 年 12 7 2 1 2 401 22 11,104 10,770 65 269 7 3 1 3 4 7 4

平 成 27 年 8 7 1 290 36,071 35,761 310 7 1 1 5 2 3 3

平 成 28 年 13 8 1 1 3 319 348 9,230 9,223 7 8 2 1 5 8 16 3

り災世帯数等（人）焼損面積 火災損害額（千円） 焼損棟数（棟）

-
2
8
-

区　分

火災状況 火災件数（件）

（平成19年～平成28年）

年別火災発生状況




